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はじめに

国内の Vespa 属のスズメバチ各種は，秋に出現した新成虫のメスのみが越冬し，翌春にはふつ
う単独で営巣を開始する．一方，社会寄生種であるチャイロスズメバチ Vespa dybowskii ANDRÉ (以
下，チャイロ) (図1) は新成虫のメスが単独営巣することができず，既に営巣を開始しているモン
スズメバチ (以下，モン) V. crabro やキイロスズメバチ (以下，キイロ) V. simillima の巣に侵入して
寄主女王蜂を殺し，その働き蜂に自らの子 (働き蜂) の育児や産卵以外の仕事を代行させる (「絶対
的一時社会寄生」：松浦，1995；佐山，2015)．

かつて本種は局地的に分布し個体数も少ないとされ，「幻のスズメバチ」と言われるほど珍しかっ
た．1990年代前半までは，東日本を中心に18都道府県で記録されていたに過ぎない (松浦，1995；松
本，2002)．ところが，その後，2015年までに32都道府県に分布が拡大した (佐山，2015)．特に過去

中国地方におけるチャイロスズメバチの分布拡大
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Range Expansion of the Social-Parasitic Hornet Vespa dybowskii
(Hymenoptera, Vespidae) in Chûgoku Region, Western Japan

By Manabu Kato, Yoshihiro Senda, Kenji Nishizaki and Yuito Obae

Abstract We conducted field investigations as to the distribution of the social-parasitic hornet 
Vespa dybowskii AndrÉ in Chûgoku region, western Honshu, Japan, together with reviewing its 
past records to verify the range expansion of the species. This species was recorded for the first time 
from Okayama Prefecture in 2003, from Tottori Prefecture in 2006, from Hiroshima Prefecture in 
2008 and from Shimane Prefecture in 2017, but has not been recorded from Yamaguchi Prefecture. 
About 80 reports of sightings and collecting of the species were confirmed in this region, the greater 
part of which were taken from Tottori and Okayama Prefectures, the eastern part of the region. It 
was found that V. dybowskii expanded the range of its distribution in the region. The field survey of 
the two host species V. simillima and V. crabro carried out for about 20 years in Akaiwa City and 
its surroundings, Okayama Prefecture revealed that the confirmed nests of the former were about 
three times as many as those of the latter. Although there were great fluctuations in their numbers 
per year, a positive correlation (r ≈ 0.59) was found between the number of nests of these species 
and the number of localities of V. dybowskii from Okayama Prefecture. It was thus presumed that 
V. dybowskii’s opportunity to utilize V. simillima as a host is increasing and this has led to the range 
expansion of V. dybowskii.
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から現在に至るスズメバチの分布情報が比較的蓄積されている北海道 (佐山，2015)，埼玉県 (岩田
ほか，2013)，東京都 (中村・源河，2007)，神奈川県 (長瀬・渡辺，2018)，愛知県 (山内，2009) で
は，2000年以降急速に分布域を広げ，生息密度が増大していることが報告されている．

西日本における2008年までの本種の分布状況は，加藤ら (2009) によってまとめられている．そ
れによれば，西日本でも2000年代に入ってから分布域が拡大したようで，2008年までには兵庫県
では南部から北部まで広く確認されていた．一方，中国地方では2008年以前の記録は少なく，鳥取
県で2例，岡山県で3例であった．

その後，幾つかの報告があるが，加藤ら (2009) 以降の中国地方における本種の記録はいずれも
単発的なものであり，現在の分布を概観するまでに至っていない．そこで本報では，野外調査の結
果と未発表のものを含む従来の記録を総合し，本種の個体数の増加と分布拡大の実態を明らかに
し，それらを引き起こしている要因について考察する．

方　法

1．チャイロの生息情報
(1)　野外調査

岡山県を中心に各地で野外調査を行った．任意に設定した調査地で，成虫の見つけ採りとベイト
トラップによる採集を併用した．

2000年～2018年の見つけ採りによる調査場所と調査回数 (概数) は次の通りである．【鳥取県】若
桜町：15回；八頭町：16回；鳥取市：675回以上；三朝町：3回以上；大山町：約10回；伯耆町：5
回以内；米子市：10回以内．【岡山県】西粟倉村：100回以上；英田郡：350回以上；美作市：20回
以上；奈義町：60回以上；津山市：50回以上；美咲町：10回以上；鏡野町：500回以上；赤磐市：
350回以上；和気町：100回以上；備前市：100回以上；瀬戸内市：20回以上；岡山市東区：100回以
上；岡山市北区：70回以上；玉野市：5回以上；倉敷市：10回以上；笠岡市：10回以上；総社市：
3回；吉備中央町：100回以上；高梁市：50回以上；真庭市：60回以上；新見市：10回以上；新庄
村：40回以上．【広島県】庄原市：18回．【島根県】奥出雲町：5回．

Fig. 1. Two workers of the social-parasitic hornet Vespa dybowskii 
(upper and lower) and a worker of its host Vespa simillima 
(middle) visiting a Ulmus davidiana tree for sap (Hiwa, Shôbara 
City, Hiroshima Pref.). Photographed by Y. Senda.
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ベイトトラップでは，岡山県と鳥取県の調査と，広島県と島根県の調査でそれぞれ次に示すよ
うな方法を用いた．前者では，発酵させたハチミツを入れたペットボトルを風通しの良い林縁部
の木の概ね1.5 m の高さに設置した．回収は設置後1か月以上経過してから行った．2012年から2018
年までの調査地は次の通りである．【鳥取県】三朝町：2か所．【岡山県】倉敷市：2か所；岡山市北
区：8か所以上；鏡野町：10か所以上；真庭市：4か所以上；新見市：10か所以上；新庄村5か所以
上．後者では，発酵させたバナナをベイトとしたトラップ (「ノムラホイホイ」：野村，2003) を概
ね1.5 m の高さに設置した．回収は1日～1週間後に行った．2017年から2018年までの調査地は次の
通りである．【島根県】雲南市：1か所；奥出雲町：2か所．【広島県】庄原市：4か所．なお，岡山県
と鳥取県の調査は著者の一人である加藤が，広島県と島根県の調査は同様に千田が担当した．

(2)　文献・専門家・インターネット等からの情報収集
中国地方を中心とした各同好会誌や博物館紀要などから既知の記録を集めた．また，地域の昆虫

調査を精力的に行っている専門家，愛好家，蜂の子採集者，養蜂家，スズメバチ駆除関連者など
に情報提供を依頼した．さらにインターネットからも情報を収集した．ただし誤同定の可能性を排
除するため，同定の信頼性の高い那須敏 (岡山昆虫談話会) と山地治 (倉敷昆虫同好会) の両氏によ
る目撃のケースを除き，著者らが標本または写真を確認できた場合に限って記録として採用した．

2．寄主の生息状況と年次変動に関する調査
岡山県中央部から南部に位置する岡山県赤磐市・和気町・岡山市北区牟佐・岡山市東区 (瀬戸

町・上道) を調査区域とし (図2)，スズメバチのセンサス調査を行った．任意に設定したセンサス
ルートの巡回のほか，赤磐市市役所，岡山市東区肩脊地区からの情報を基に現地調査を行い，ス
ズメバチ類の営巣数を記録した．当地とその周辺ではチャイロの既知記録がある (山田，2013；橋
本，2016；加藤・末宗，2016)．調査は著者の一人，西崎が担当した． 

3．データの解析
得られたデータは Microsoft© Excel 2010を用いて整理し，解析を行った．野外調査で得られたチャ

イロの採集データについては，同じ調査場所で採集された個体はすべて同じコロニーに属するも
のとみなした．春から初夏に採集された寄主に寄生前のチャイロの新成虫のメスは，前年の巣に由
来する個体のため前年の記録に繰り入れた．

結　果

1．チャイロの生息情報
今回の調査で80の目撃・採集記録を見出すことができた (付録1)．これらを年毎に整理したものを

表1と図3に示した．加藤ら (2009) によれば，2006年の鳥取県からの記録 (佐藤，2006) が中国地方で
最初のものであった．ところが，2003年と2005年に岡山県真庭市蒜山で本種が得られていたことが本
調査により新たに判明した．また，2008年には広島県の北西部に位置する北広島町でも発見されてい
た (坂本，2014)．現時点で最も西の記録は広島県北広島町竜王山で，中国地方では山口県を除く各県
から複数の記録が見出された．中国地方全域における年毎の確認地点数にはばらつきがあった (図3)．

中国5県の中では岡山県から最も多くの発見例があった．30か所から見出され，8か所では営巣
が確認されている．大半は標高500 m 以上の中国山地からの記録であるが，2012年以降には県南部
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の低標高地でも記録されるようになった (図3)．2008年以降急激に記録数が増加しており，2013年
と2017年には複数の地域から多数が確認された一方で，2010年と2014年はそれぞれ1件のみの記録
に留まっている (表1)．このように，確認地点数は年毎にばらつきがあるものの，増加傾向にあっ
た．また，これまでに営巣が確認されている真庭市蒜山下和と鏡野町上齋原周辺では，発見されな
かった年もあるものの，2008年以降継続的に記録されている．鳥取県では2006年以降18か所から見
出され，3か所では営巣が確認されている．低標高地 (13 m) から高標高地 (970 m) まで記録がある
が，中部地区 (倉吉・三朝・湯梨浜・琴浦・北栄) からの記録はない．

2．寄主の生息状況と年次変動およびチャイロとの関係性
赤磐市とその周辺での2001年から2018年の寄主スズメバチ2種の営巣確認数の変遷を図5に示した．

キイロは期間中の平均営巣確認数が10.8 ± 2.2個／年 (± 標準誤差) であった．しかしながら増減の変動
が大きく，前年に比して著しく数を増す年 (2008，2013年) がある一方で，1件のみの記録に留まる
年 (2006，2016，2018年) もあった．モンは期間中の平均営巣確認数が3.8 ± 0.7個／年 (± 標準誤差) で，
キイロの1/3程度であった．本種もキイロと同様に増減の変動があり，確認できない年もあった (図5)．

対象とする地域範囲が異なるために一概に比較はできないものの，参考として赤磐市周辺の寄
主巣数と岡山県全体のチャイロの確認地点数の変動パターンを比較したところ，前者と後者の増
減が同調している傾向が認められた (図5)．赤磐市周辺の寄主スズメバチ2種の営巣確認数と，岡
山県におけるチャイロの確認地点数との間には，有意な正の相関が認められた (r ≈ 0.59；P < 0.05 
(P ≈ 0.02) ) (図6)．

Fig. 2. Investigation areas of two host hornets in Okayama 
Prefecture. Area filled with gray: Akaiwa City and its 
surroundings.
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Table 1. Sighting/collecting records of Vespa dybowskii in Chûgoku region. Q, queen; W, worker; 
N, nest; (Q), caste unknown (worker or queen).
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Fig. 3. Records of sighting and collecting of Vespa dybowskii in Chûgoku region. Q, queen; W, worker; 
N, nest; (Q), caste unknown (worker or queen)

考　察

結果で述べたとおり，岡山県真庭市蒜山における2003年と2005年のチャイロの記録が新たに見
出された．これは兵庫県で最も古いと考えられる2005年の美方郡香美町大笹北ハチ高原からの記
録 (加藤ほか，2009) よりも早く，注目される．また，2008年に広島県北広島町で営巣が確認されて
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Fig. 3. Continued.

いる (坂本，2014) ことを合わせて鑑みると，チャイロはこれまで考えられていたよりもかなり早
い時期に中国地方へ進出し，西方へ分布を拡大していたとみられる (図3)．広島県西部における最
初の発見から10年が経過し，2017年には島根県西部でも営巣記録があるので，中国地方で唯一本
種の記録がない山口県へもすでに進出している可能性は極めて高いと考えられる．このような分布
の拡大は人為的な移動によりもたらされた可能性も考えられるが，すでに定着している近畿圏に
隣接する山間地域から徐々に記録数が増していることから，その可能性は低いものと考えられる．

チャイロの確認を目的とした著者らによる採集調査では，その発見は容易にできず，本報に示
した記録の多くは情報提供によって得られたものである．よって，2018年時点の中国地方における
チャイロは極めて稀というほどではないものの，生息密度は低い状態であると推察された．一方，
兵庫県丹波市では，2015年以降チャイロを目的に調査すれば発見できる程度の密度になっている
という (藤井，私信)．さらに兵庫県伊丹市では2014年あたりから成虫を見かけるようになり，営巣
も確認できるようになったという (長島，私信)．近隣地域のこのような状況も考慮すると，中国地
方では増減を繰り返しながらもすでに定着している場所を起点にチャイロが分布を拡大していく
ものと考えられる．引き続きチャイロの動態は注目されるべきであろう．
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Fig. 4. Annual change in the number of localities of Vespa dybowskii in 
Chûgoku region. (Note that the number of localities of V. dybowskii 
queens from spring to summer before parasitizing were included in 
that of the previous year.)

Fig. 5. Annual change of the number of localities of Vespa dybowskii in 
Okayama Prefecture (solid line) and the number of nests of two host 
species, V. simillima  (dotted line) and V. crabro (broken line) in 
Akaiwa City and its surroundings, Okayama Prefecture.
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スズメバチ属内の系統解析では，チャイロに最も近縁なのはモンであるとされている (PERRARD et 
al., 2013)．社会寄生における寄主と寄生者間の系統関係に関する「エメリーの法則」 (EMERY，1909) に
従うならば，チャイロの本来の寄主はモンであると推定できる．佐山ら (2014) は，近年各地で生じ
ているチャイロの分布拡大と個体数の増加は，本来の寄主であるモンよりも，より生息密度の高
いキイロを利用する機会が増えたことによるものとしている．中国地方で寄主が確認された事例は
2例あるが，そのいずれもがキイロを寄主としていた (渡部・古屋，2012；加藤・末宗，2016)．当
地方におけるチャイロの急速な分布拡大がキイロを寄主とする機会が増加したことで生じている
のか，今後，注視すべきであろう． 
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戸小動物生態研究会)，藤田正樹 (ライフパーク倉敷科学センター)，藤本徹哉 (奈良市)，山内旺
介 (倉敷市立西中学校)，山地　治 (倉敷昆虫同好会)，雪江祥貴 (津黒いきものふれあいの里) (五十
音順，敬称略)．
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付録1：中国地方におけるチャイロスズメバチの記録
女王は (Q)，働きバチは (Ｗ) で示した．カーストの区別がつかないものは (Q) とした．
未発表の調査記録については太字にし，著者らの本調査の採集記録は下線を引いた．中国地方を

中心とした各同好会誌や博物館紀要なども調査し，既知の記録を集めた．これらのうち，修正や新
たに補足をしたものも太字にした．各データ最後の [ ] に生態情報と補足を記した．

【鳥取県】1Q，八頭町安井宿　旧安部小学校 (alt. 95 m)，24–VI–2018，大生唯統目撃 [水銀灯に
飛来]；1巣，10W，若桜町糸白見 (alt.  520 m)，25–VIII–2017，田村昭夫・岡田珠美 (田村・岡田，
2017) [巣は写真で紹介，スギの地上1.5 m に位置する洞で営巣確認 (田村，私信)]；3W，若桜町
諸鹿 (扇ノ山) (alt.  870 m)，15–VIII–2017，大生唯統採集 (大生，2017) [林道沿いのクリの樹液に
飛来]；1W (死体)，若桜町若桜 (alt. 210 m)，27–VIII–2018，大生唯統採集；1巣，2W，智頭町芦
津 (alt. 970 m)，7–IX–2018，大生唯統 [天然スギの地上3 mに位置する洞で営巣確認．気温が低く雨
が降ったり止んだりしていたが働き蜂が3～5分に一度出入りしていた．9月27日に再度確認した際
には成虫を確認できなかった]；1Q，鳥取市東町　鳥取県立博物館内 (alt.  50 m)，12–VII–2006，佐
藤隆士採集 (佐藤，2006；加藤ほか2009) [加藤ほか (2009) では死体としているが，実際は発見時に
は生きていた (佐藤，私信)]；1W，鳥取市国安　源太橋 (alt.  13 m)，7–VIII–2007 (ウエスコ，2008)；
1♂，鳥取市若葉台北　公立鳥取環境大学 (alt.  40 m)，2–X–2017，川北修也・大生唯統採集 (大生，
2017)；1Q (死体)，同左，1–VII–2018，大生唯統採集；2Q，鳥取市若葉台北　大池畔 (alt. 40 m)，
22–V–2018，大生唯統目撃 [大池の周囲にあるアカマツ，ヤマナラシ，コナラ，カシ類などで構成
される林へ飛び去る]；1Q，鳥取市浜坂　鳥取砂丘パークサービスセンター駐車場 (alt. 45 m)，5–
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V–2018，大生唯統採集；1Q，鳥取市浜坂　多鯰ヶ池畔 (alt. 20 m)，22–VI–2018，大生唯統採集 [池
縁の灌木付近を飛翔]；2W，鳥取市佐治町余戸三原台 (alt. 700 m)，16–VIII–2012，末宗安之撮影 [コ
ナラ樹液に飛来]；1Q，鳥取市佐治町辰巳峠 (alt. 780 m)，8–VII–2013，加藤学採集・保管 [県境から
300 m ほどのところの斜面を飛翔]；1巣，3W，鳥取市佐治町佐治川ダム (alt. 390 m)，16–VIII–2016，
大森繁採集 [ダムのコンクリート (地上から4.02 m の高さ) で営巣確認 (大森，私信)，引っ越し後
の巣の可能性が高い]；4W，大山町大山　三ノ沢 (alt.  970 m)，20–IX–2010，野津幸夫撮影 (野津，
2010) [3個体は17時20～30分の間にミズナラの樹液に飛来，1個体は19時40分頃ライトトラップに飛
来]；2W，伯耆町岩立　桝水橋 (alt.  775 m)，22–IX–2008，門脇久志採集 (林ほか，2012)；1 ex.，同
左，9–X–2008 (林ほか，2012)；1Q，日南町下阿毘縁砥波，21–V–2016，野津幸夫撮影 (野津，2016)．

【岡山県】1Q，西粟倉村若杉峠 (alt. ca 1,000 m.)，20–VI–2009，山地治目撃 [倒木周辺から飛び立っ
た個体]；1巣，美作市林野安養寺 (alt.  107 m)，4–VIII–2013，加藤学・末宗安之採集 (加藤・末宗，
2016) [営巣はニセアカシアの地上80 cm の樹洞内で，巣板8段，総育房数1753，働き蜂308頭，寄主
はキイロスズメバチ]；1W，苫田郡鏡野町上齋原辰巳峠 (alt. 780 m)，27–VIII–2015，加藤学・鈴木
康正採集，加藤保管 [養蜂場に設置した粘着トラップで捕獲された個体]；1W，鏡野町上齋原恩原
高原 (alt. 800 m)，30–IX–2008，黒田健二採集 [ライトトラップに飛来]；7W，同左，29–VIII–2009，
黒田健二採集 [ライトトラップに飛来，巣からライトトラップまでの距離は90 m]；1巣，同左，2–
IX–2009，黒田健二撮影 [木造民家の地上6.4 m に位置する軒先に作られていた大型の巣．後日巣は
取り去られていた]；22W，同左，19–IX–2009 [取り去られた巣の場所で採集]；31W，同左，27–
IX–2009；28W，同左，1–X–2009；1Q (死体)，同左，11–VII–2013，伊藤國彦採集 [コーテージで取
捨]；1W，同左，10–IX–2017 [ヤブカラシの上を飛翔]；1W，鏡野町上齋原赤和瀬伯州山 (alt. 900 m)，
17–VIII–2008，瀬島公彦採集・保管 (加藤ほか，2009) [19時頃ライトラップに飛来]；1Q (死体)，鏡
野町上齋原人形峠管理棟裏 (alt. 730 m)，10–X–2013，伊藤國彦採集；1W，苫田郡鏡野町上齋原森
林公園内 (alt. 840 m)，29～30–VIII–2013, 黒田健二採集 [夜間採集個体 (伊藤，私信)]；5W，同左，
21–IX–2016；1W，同左，2–X–2016；1巣，同左，13–X–2016，黒田健二撮影 [地上1.95 m のブナの洞
に営巣]；1Q (死体)，同左，2–VII–2017，伊藤國彦採集 [取捨]；5 (Q) (死体)，苫田郡鏡野町越畑キャ
ンプ場 (alt. 650 m)，22–IX–2013，加藤学撮影 [発酵液を入れたトラップに誘引]；1W，苫田郡鏡野町
奥津 (alt. 600 m)，12–IX–2012，加藤学目撃 [早朝に養蜂場へ飛来]；1W (死体)，同左，19–IX–2012，
加藤学採集・保管 [セイヨウミツバチの養蜂場の巣箱に設置するスズメバチ駆防器に入った個体．
以下当地で得られた個体は別途記述のない限り同様である．調査期間中，スズメバチ駆防器にキイ
ロスズメバチは毎年複数個体入ったが，モンスズメバチは入らない年の方が多く，入る年でも個体
数は少なかった]；3W，同左，26–VIII–2013；2W，同左，27–VIII–2013；1W，同左，29–VIII–2013；
3W，同左，6-IX–2013，加藤学・佐山勝彦2W保管 [2個体は生存]；1W，同左，10–IX–2013，加藤
学採集・保管；1W，同左，11–IX–2013；1W，同左，16–IX–2013，加藤学採集・佐山勝彦保管 [生
存個体]；3W，同左，18–IX–2013，加藤学採集・保管；1W (死体)，同左，6–X–2013，[同地点の養
蜂場で発酵液を入れたトラップに誘引された個体，キイロスズメバチも2個体捕獲]；2W，同左，
29–VIII–2015；1W (死体)，同左，6–XI–2015 [同地点の養蜂場で発酵液を入れたトラップに誘引され
溺死後かなり時間が経過した個体]；1W，同左，5–X–2016；1W，真庭市蒜山蒜山下和 (山乗渓谷)，
13–VI–2005，長島聖大採集；3W，真庭市蒜山下和　津黒いきものふれあいの里 (alt  580 m)，10–
VIII–2008，片岡博行採集 (加藤ほか，2009) [施設内のコナラに括り付けた地上3 m の高さの鳥の巣
箱内に営巣確認]；1W，同左，5–X–2008，加藤学採集 (加藤ほか，2009) [標本不在]；1巣，81♂，
16Q，20W，同左，8–X–2008，加藤学・片岡博行採集 (加藤ほか，2009) [巣と成虫標本は倉敷市立
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自然史博物館保管と記したが，成虫標本は一部不在，未整理の状態で加藤学保管]；13Q，24W，同
左，14–X–2008 (加藤ほか，2009) [一部標本不在で，2008年10月採集として未整理の状態で加藤学
保管]；1巣，1Q，同左，7–VII–2011，渡辺晃平採集 (渡部・古屋，2012) [施設内の東屋のベンチの
上，地上約50 cmの鳥の巣箱内の巣で寄主の30個体程度のキイロスズメバチとともに確認]；1巣，
同左，21–IX–2017，加藤学採集 (加藤ほか，2019) [9月10日に雪江祥貴が施設内のコナラに括り付
けてあった地上1.4 m の高さの鳥の巣箱内で営巣確認，9月21日の巣の採集時には成虫が見当たら
なかった．巣は倉敷市立自然史博物館保管]；1Q，同左，2–VI–2018，那須敏目撃 [発酵液を入れ
たトラップに誘引]；3W，真庭市田羽根古屋不動滝キャンプ場 (alt. 550 m)，21–VIII–2008，片岡博
行・加藤学採集 (加藤ほか，2009) [コナラの樹液に飛来，証拠写真のみ現存]；1W, 真庭市蒜山上福
田 (alt. 600–700 m)，10–VII–2003，長島聖大採集；1Q，新見市豊永赤馬，30–VI–2013，奥島雄一採
集・倉敷市立自然史博物館保管 (KURA JI 161356) [クヌギまたはアベマキの樹液に飛来]；2W，新
庄村田浪キャンプ場 (alt. 680 m)，21–IX–2015，植松蒼採集・保管 [20時20分，川沿いのアカイタヤ
の樹液でキイロスズメバチとヒメスズメバチとともに確認，2個体のみ採集．14時と16時はキイロ
スズメバチしか確認できなかった．(植松，私信)]；1W，同左，22–IX–2015，植松蒼目撃 [5時30分
にアカイタヤの樹液で確認 (植松，私信)]；1巣，赤磐市殿谷民家 (alt.  90 m)，1–IX–2012，山田勝撮
影 (山田，2013) [民家軒先8 m の高さにできた小規模の巣，チャイロスズメバチの幼虫の体液を吸う
ヒメスズメバチの写真あり]；3W，赤磐市馬屋，12–VIII–2015，橋本響採集 (橋本，2016) [アベマキ
の樹液に飛来]；1巣，1Q，6W，4♂，岡山市東区瀬戸町肩脊　願興寺 (alt. 50 m)，11–IX–2017，西
崎健二採集 [8月24日に民家二階軒先 (地上8 m) のキイロスズメバチ廃墟巣の隣に営巣確認．4段巣 (1
段目：400セル，2段目：430セル，3段目：370セル，4段目：200セル) の総育房数約1400，最盛期の
働き蜂数100～110頭の中規模の巣で新女王の生産は僅か20頭であった，引っ越し後の巣の可能性
が高い]；3W，総社市種井高間 (alt. 500 m)，1～8–IX–2017，岡本忠採集 (FIT)・倉敷昆虫館保管；
1 (Q)，同左，29–IX ～10–X–2017；1Q，総社市西郡福山　猿田彦神社付近 (alt. 260 m) 10–VI–2018，
磯野裕昭採集 [14時～16時にアベマキの樹液に飛来]；1Q，倉敷市庄新町 (alt.  50 m)，24–VI–2014，
磯野倫応採集・倉敷市立自然史博物館保管 (磯野，2016) [19時45分頃，コナラの根元近くにある
樹液の出ている洞にいた個体]；1Q (死体)，倉敷市児島由加　倉敷少年自然の家 (alt. 197 m)，28–
VI–2012，川上智也・藤田正樹採集，加藤学保管 [発酵液を入れたトラップに誘引]．

【広島県】2W，庄原市東城町三坂　休暇村帝釈峡くぬぎの森オートキャンプ場，23–VII–2017，
山内旺介採集 (山内，2018) [個体数については山内私信]；1♂?，庄原市西城町熊野　熊野神社境
内 (alt.  717 m)，22–XI–2013，皆木宏明採集 (皆木，2015) [雄の可能性が高い]；2W，庄原市比和
町吾妻山 (alt. 1,000 m)，12–VIII–2017，千田喜博採集・庄原市立比和自然科学博物館保管 [ハルニ
レの樹液に飛来．他にも複数個体を目撃 (図1)]；1巣，5 exs.，北広島町臥竜山，10–X–2008 (坂本，
2014)；1 ex.，北広島町大塚，3–IX–2009 (坂本，2014)．

【島根】1W，奥出雲町大馬木 (alt. 850 m)，20–VIII–2017，千田喜博採集・庄原市立比和自然科学
博物館保管 [トラップに誘引]；1Q (死体)，雲南市大東町飯田 (alt.  70 m)，22–VII–2017，岩田のり
こ (皆木，2018) [民家の屋根裏で発見]；1巣，2W，島根県旭町山ノ内 (alt. ca. 300 m)，9–VIII–2017，
石津惇撮影 [民家近くの約30 m の木 (モミジバフウまたはハリギリ) の10～12 m の高さで営巣を確
認 (石津，私信)]．

付録2：2001年～2018年までの岡山県赤磐市とその周辺でのモンスズメバチの営巣記録
単独営巣期は除外している．[/] 内には営巣場所 / 巣板数を示した．記録者は全て西崎健二．
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【2001年】赤磐市桜が丘 [手袋の中 /1]，28–VI；赤磐市正崎 [橋の中]，2–VIII；赤磐市西中 [樹洞]，
17–IX；赤磐市桜が丘 [民家屋根裏 /7]，23–X；【2002年】和気町田原下 [民家屋根裏]，15–VII；岡山
市東区瀬戸町肩脊 [民家屋根裏 /4]，4–IX；赤磐市高屋 [地中 /4]，17–IX；【2003年】赤磐市西中 [民
家屋根裏 /7]，18–VIII；赤磐市和田 [民家屋根裏 /4]，3–IX；赤磐市桜が丘 [民家玄関軒下 /7]，20–
IX；赤磐市和田 [神社屋根内部]，24–IX；赤磐市沢田 [民家屋根裏 /5]，4–X；赤磐市沼田 [神社軒下
/10]，21–X；【2004年】赤磐市河本 [神社御堂内部]，18–IX；【2005年】赤磐市奥吉原 [民家雨戸戸袋
内部 /5]，8–VIII；赤磐市山陽 [墓地地中 /2]，9–VIII；赤磐市桜が丘 [戸袋内部]，11–VIII；赤磐市奥
吉原 [墓の中 /4]，16–VIII；赤磐市桜が丘 [樹洞]，18–VIII，赤磐市沼田 [民家の壁の中 /6]，12–IX；
赤磐市西山 [民家屋根裏 /6]，5–X；【2007年】赤磐市西軽部 [民家屋根裏 /5]，19–IX；岡山市東区瀬
戸町肩脊 [神社屋根裏]，19–IX；【2008年】赤磐市奥吉原 [民家一階壁の中 /8]，8–VIII；赤磐市桜が
丘 [民家2階軒下 /4]，22–VIII；赤磐市奥吉原 [民家屋根裏]，31–VIII：赤磐市是里 [ログハウス外壁
内部 /4]，1–X；【2009年】赤磐市穂先 [納屋内部の窓枠 /4]，5–VIII；赤磐市仁堀 [電線巻取り材内
部 /5]，29–IX；和気町字不明 [民家2階屋根裏 /5]，14–X；赤磐市山陽 [民家1階屋根裏 /6]，26–XII；

【2010年】赤磐市沢原 [樹洞 /6]，25–VIII；赤磐市中島 [民家1階壁の中]，25–VIII；赤磐市熊山 [墓
の中]，11–IX; 赤磐市佐古 [民家屋根裏]，13–IX；赤磐市上仁保 [池法面地中 /3]，28–IX；【2011年】
赤磐市奥吉原 [民家1階屋根裏 /4]，3–VIII；赤磐市馬屋 [タンスの中 /5]，3–VIII；赤磐市桜ケ丘 [換
気扇ダクトの中 /3]，10–VIII；赤磐市熊山 [神社屋根裏]，20–VIII；赤磐市馬屋 [民家1階瓦の中]，
22–VIII；赤磐市下仁保 [納屋の中 /4]，24–VIII；赤磐市黒本 [民家2階屋根裏 /4]，31–VIII；赤磐市
黒沢 [墓の中]，1–IX；赤磐市坂辺 [鶏舎サイロの中 /1]，5–IX；赤磐市山口 [墓の中 /2]，15–IX；赤
磐市山手 [神棚の中 /7]，2–X；【2012年】赤磐市桜が丘 [民家屋根裏]，5–VII；赤磐市野殿 [門柱の
内部 /5]，20–IX；和気町佐伯 [山道法面地中4]，3–X；【2013年】赤磐市尾谷 [井戸の中 /1]，7–VIII；
赤磐市可真下 [堆肥置き場の中 /3]，8–VIII；赤磐市可真下 [樹洞 /2]，13–VIII；岡山市東区瀬戸町
肩脊 [樹洞 /4]，19–VIII；赤磐市殿谷 [暖炉の煙突の中]，5–IX；【2015年】赤磐市桜が丘 [民家2階軒
下 /2]，7–VII；赤磐市斗有 [焼却炉内部 /3]，14–VII；赤磐市殿谷 [空き地の地中 /2]，27–VII；赤磐
市桜が丘 [樹洞 /6]，30–VII；赤磐市桜が丘 [民家1階出窓の下 /3]，10–VIII；赤磐市桜が丘 [立てか
けていた板 /3]，12–VIII；赤磐市多賀 [公園トイレ軒下 /6]，21–IX；【2016年】赤磐市稗田 [石灯篭
の中 /6]，13–IX；岡山市東区瀬戸町肩脊 [樹洞 /7]，26–IX；岡山市東区瀬戸町肩脊 [神社社殿の中
/9]，6–X；【2017年】赤磐市円光寺 [樹洞 /4]，19–VII；岡山市東区瀬戸町肩脊 [墓の中 /3]，8–VIII；
岡山市東区瀬戸町肩脊 [神社社殿の中 /10]，14–IX

付録3：2001年～2018年までの岡山県赤磐市とその周辺でのキイロスズメバチの営巣記録
単独営巣期は除外している．[/] 内には営巣場所 / 巣板数を示した．記録者は全て西崎健二．

【2001年】和気町日笠 [3]，22–VII；和気町字不明 [民家屋根裏]，30–VII；和気町泉 [民家屋根裏 /5]，
4–VIII；和気町日笠 [民家軒下 /2]，10–VIII；赤磐市字不明 [民家軒下]，7–X；赤磐市惣分 [小屋の
軒下]，22–XI；【2002年】赤磐市熊山 [民家屋根裏]，14–VII；赤磐市西軽部 [樹洞]，3–XII；【2003
年】赤磐市馬屋 [民家屋根裏 /2]，23–VI；和気町日笠 [日笠ダム岸壁 /3]，27–VII；和気町日笠 [日
笠ダム岸壁 /4]，28–VII；和気町日笠 [日笠ダム岸壁 /1]，30–VII；岡山市東区鍛冶屋 [民家2階屋根
裏 /5]，31–VII；和気町佐伯 [民家軒下 /1]，20–VIII；和気町佐伯 [民家軒下 /2]，13–IX；赤磐市弥
上 [機械室外部 /6]，9–X；赤磐市上仁保 [ボイラー室 /6]，20–X；【2004年】赤磐市桜が丘 [民家2階
軒下 /2]，11–VII；赤磐市桜が丘 [倉庫軒下 /2]，20–VIII；和気町田原下 [公園の壁面 /6]，3–X；赤
磐市山陽 [民家屋根裏 /7]，7–X；【2005年】赤磐市赤坂 [民家屋根裏 /4]，19–VII；赤磐市桜が丘 [民
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家軒下 /5]，7–VIII；赤磐市中島 [納屋屋根裏 /7]，9–VIII；赤磐市仁堀西 [民家軒下 /5]，22–VIII；和
気町佐伯 [樹洞 /8]，7–IX；岡山市東区瀬戸町 [民家屋根裏 /6]，11–IX；赤磐市滝山 [段ボール箱内
部 /4]，12–IX；赤磐市下仁保 [神社屋根の隙間]，3–X；和気町字不明 [民家2階屋根裏 /8]，12–X；
和気町字不明 [民家軒下]，4–XII；赤磐市可真下 [橋の下]，4–XII；【2006年】岡山市東区瀬戸町 [寺
院軒下 /6]，7–X；【2007年】赤磐市西勢実 [民家屋根裏 /6]，3–VIII；和気町田原下 [民家屋根裏]，
18–VIII，赤磐市西勢実 [民家屋根裏]，3–X；【2008年】赤磐市熊山 [民家軒下へ引越最中]，11–VII；
赤磐市桜が丘 [民家屋根裏 /4]，16–VII；赤磐市奥吉原 [民家屋根裏 /6]，23–VII；和気町田原下 [民
家軒下 /7]，1–VIII；赤磐市佐古田 [民家2階軒下 /3]，6–VIII；岡山県東区瀬戸町 [寺院軒下 /4]，11–
VIII；赤磐市熊山 [寺院軒下 /5]，12–VIII；岡山市東区瀬戸町 [倉庫屋根裏]，20–VIII；赤磐市桜が
丘 [民家2階軒下 /4]，28–VIII；赤磐市熊山 [民家2階軒下 /6]，31–VIII；赤磐市中勢実 [寺院軒下 /6]，
17–IX；赤磐市長尾 [民家1階軒下 /8]，26–IX；赤磐市河本 [神社軒下 /6]，1–X；赤磐市和田 [民家2
階軒下]，X；赤磐市穂先 [民家軒下]，X；赤磐市仁堀 [民家屋根裏]，1–XI；和気町日笠 [橋の下]，
5–XI；【2009年】赤磐市円光寺 [民家2階屋根裏 /4]，21–VII；赤磐市桜が丘 [民家2階屋根裏 /3]，21–
VII；赤磐市多賀 [民家納屋の中 /4]，23–VII；赤磐市多賀 [段ボールの中 /3]，23–VII；赤磐市桜が
丘 [雨戸の中 /3]，30–VII；赤磐市山陽 [民家1階屋根裏 /4]，6–VIII；赤磐市熊山駅付近 [民家1階屋根
裏]，14–VIII；赤磐市山陽 [民家1階屋根裏 /5]，25–VIII；和気町日笠 [倉庫2階軒下 /5]，1–IX；和気
町田原 [倉庫軒下 /4]，2–IX，赤磐市熊山 [民家軒下 /4]，3–IX；赤磐市是里 [民家屋根ひさし内部]，
9–IX，赤磐市山陽 [上水道タンク /2]，11–IX；赤磐市和田 [ポンプ小屋 /6]，11–IX；赤磐市山陽 [民
家1階屋根裏 /8]，24–IX；赤磐市熊山遺跡 [管理棟1階屋根裏 /8]，25–IX；赤磐市西山 [民家1階屋根
裏 /7]，5–X；和気町字不明 [民家壁の中 /8]，13–X；赤磐市西軽部 [民家壁の中]，14–X；赤磐市斗
有 [倉庫木箱の中 /7]，26–X；赤磐市和田 [民家軒下 /6]，28–X；赤磐市松木 [民家2階軒下]，21–XI；
和気町日笠 [橋の下]，30–XI；【2010年】赤磐市長尾 [神社狛犬と軒下 /3]，2–VIII；赤磐市西山 [民
家1階屋根裏 /3]，4–VIII；赤磐市長尾 [詳細なし]，6–IX；赤磐市南佐古田 [屋根ひさしの中]，11–
IX；赤磐市東軽部 [空調ダクト内部]，21–IX；赤磐市東軽部 [民家軒下 /6]，21–IX；【2011年】赤磐
市西軽部 [民家1階屋根裏 /3]，19–VII；赤磐市沼田 [物置のテント /5]，1–VIII；赤磐市佐古 [民家軒
下 /3]，1–VIII；赤磐市場屋 [民家1階屋根裏 /7]，1–VIII；赤磐市桜が丘 [民家軒下 /2]，4–VIII；赤磐
市下丹保 [倉庫内部 /5]，12–VIII；赤磐市西軽部 [民家2階軒下]，15–VIII；和気町南山方 [民家1階軒
下 /4]，17–VIII；赤磐市吉井 [倉庫軒下 /4]，18–VIII；赤磐市稗田 [展望台内部軒下 /4]，19–VIII；赤
磐市是里 [畑物置 /4]，19–VIII；赤磐市桜が丘 [民家2階軒下 /6]，23–VIII；赤磐市軽部 [倉庫内軒下
/4]，24–VIII；赤磐市沢原 [民家屋根裏 /4]，24–VIII；赤磐市下仁保 [民家壁の中]，29–VIII；赤磐市
坂辺 [倉庫軒下 /4]，3–IX；赤磐市西中 [民家軒下 /4]，20–IX；和気町太田原 [民家屋根裏 /5]，22–
IX；赤磐市斗有 [寺院軒下 /6]，26–IX；赤磐市穂先 [神社拝殿渡り廊下 /7]，5–X；赤磐市可真下 [農
業用水水門下]，22–XII；和気町日笠 [ダム岸壁]，22–XII；【2012年】赤磐市桜が丘 [民家屋根裏]，
5–VII；赤磐市山陽 [物置の中 /2]，19–VII；赤磐市桜が丘 [電話線配電箱内部 /4]，24–VII；赤磐市
山陽 [民家屋根裏]，1–VIII；和気町田原下 [民家屋根裏]，3–VIII；赤磐市沼田 [民家2階軒下 /3]，6–
VIII；赤磐市黒崎 [民家屋根裏 /5]，29–VIII；赤磐市中島 [教団施設2階軒下 /4]，3–IX；赤磐市桜が
丘 [民家1階屋根裏 /6]，5–IX；赤磐市周匝［民家1階屋根裏］，12–IX；赤磐市稗田 [物置内部 /3]，21–
IX；赤磐市赤坂 [橋の下 /6]，27–IX；赤磐市正崎 [神社軒下 /6]，9–X；【2013年】赤磐市奥吉原 [民
家1階屋根裏]，4–VII；赤磐市吉井 [民家1階軒下 /1]，10–VII；赤磐市赤坂 [民家1階屋根裏 /5]，16–
VII；赤磐市穂先 [神社軒下 /4]，19–VII；赤磐市馬屋 [集会場軒下 /3]，19–VII；赤磐市馬屋 [民家
壁の中]，23–VII；岡山市北区牟佐 [車庫軒下 /3]，24–VII；岡山市北区牟佐 [民家壁の中]，26–VII；
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岡山市東区瀬戸町肩脊 [寺院軒下]，27–VII；赤磐市滝山 [民家軒下 /5]，29–VII；赤磐市斗有 [倉庫
軒下 /3]，29–VII；岡山市東区瀬戸町肩脊 [墓地あずまや下 /5]，1–VIII；赤磐市仁堀 [民家軒下 /5]，
5–VIII；赤磐市山陽 [上水道タンク]，6–VIII；赤磐市山陽 [民家軒下 /4]，6–VIII；赤磐市五日市 [放
置タイヤの中 /2]，7–VIII；赤磐市斗有 [倉庫軒下 /3]，12–VIII；赤磐市戸津野 [寺院軒下 /3]，12–
VIII；赤磐市黒本 [民家1階軒下 /4]，17–VIII；赤磐市是里 [民家軒下 /3]，17–VIII；赤磐市是里 [施設
軒下 /5]，20–VIII；赤磐市吉井 [民家軒下 /5]，26–VIII；岡山市東区上道 [民家屋根裏]，29–VIII；和
気町日笠 [電波塔施設 /4]，29–VIII；赤磐市吉井 [民家屋根裏]，6–IX；赤磐市仁堀西 [倉庫軒下 /5]，
17–IX；赤磐市是里 [神社屋根裏]，17–IX；赤磐市山陽 [倉庫軒下 /3]，17–IX；赤磐市可真上 [倉庫
/5]，18–IX；赤磐市大家 [鐘撞堂 /5]，19–IX；赤磐市中島 [畑の中 /6]，24–IX；赤磐市正崎 [神社軒
下 /5]，24–IX；赤磐市下仁保 [神社軒下 /6]，7–X；赤磐市桜が丘 [焼却場換気口フード /9]，29–X；

【2014年】赤磐市和田 [民家軒下 /2]，28–VI；赤磐市桜が丘 [民家換気扇ダクト内部 /2]，7–VII；赤
磐市和田 [民家軒下]，11–VII；赤磐市南方 [神社軒下 /4]，14–VII；赤磐市桜が丘 [民家2階換気口覆
い内 /2]，22–VII；赤磐市山手 [民家2階軒下 /3]，22–VII；赤磐市西軽部 [倉庫の壁の中]，28–VII；
赤磐市馬屋 [民家軒下 /3]，13–VIII；赤磐市岩田 [民家軒下 /7]，29–IX；赤磐市山手 [民家軒下 /6]，
30–IX；赤磐市沼田 [垣根 /4]，17–X；【2015年】赤磐市山陽和田 [民家軒下 /2]，4–VII；岡山市東区
瀬戸町肩脊 [寺院軒下 /3]，9–VII；赤磐市可真下 [民家2階軒下 /2]，18–VII；赤磐市桜が丘 [民家2階
軒下 /2]，21–VII；赤磐市桜が丘 [民家2階軒下 /2]，21–VII；赤磐市西中 [民家1階軒下 /3]，26–VII；
赤磐市沼田 [神社軒下 /1]，28–VII；赤磐市大屋 [ポンプ小屋軒下 /3]，31–VII；赤磐市桜が丘 [民家
軒下 /4]，6–VIII；赤磐市南方 [農機具庫 /4]，7–VIII；岡山市東区瀬戸町瀬戸 [民家1階換気扇フー
ド内 /5]，11–VIII；赤磐市馬屋 [倉庫軒下 /6]，28–VIII，赤磐市殿谷 [樹洞 /7]，24–IX；和気町田原
下 [橋の下 /2]，7–X；【2016年】赤磐市殿谷 [民家軒下]，2–IX；【2017年】赤磐市西軽部 [民家1階軒
下 /2]，26–VI；赤磐市稗田 [消防器庫内部 /4]，3–VII；赤磐市中島 [民家軒下 /4]，10–VII；赤磐市
西軽部 [民家2階軒下 /3]，17–VII；赤磐市西軽部 [物置軒下 /3]，20–VII；和気町日笠 [施設2階軒下
/2 ]，21–VII；和気町田原下 [民家屋根裏]，22–VII；赤磐市西軽部 [民家軒下 /4]，23–VII；赤磐市
山手 [盆栽棚の奥深く]，24–VII；岡山市東区瀬戸町肩脊 [休憩所軒下]，27–VII；赤磐市暮田 [ポン
プ小屋]，31–VII；赤磐市馬屋 [民家2階軒下 /4]，31–VII；赤磐市西軽部 [民家軒下 /2]，1–VIII；岡
山市東区瀬戸町 [寺院軒下]，4–VIII；赤磐市斗有 [車庫軒下 /2]，18–VIII；岡山市北区牟佐 [納屋軒
下 /4]，14–IX；和気町佐伯南山方 [民家軒下 /8]，14–IX；【2018年】赤磐市桜が丘 [民家1階換気ダ
クトの内部]，30–VI

 (2019年1月30日受領，2019年7月11日受理)




